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ちは りが折れ る よ うに落下す る 「引張破壊」 と，崖 の 背後 の 引張亀裂 を使 っ た 「くさび破壊 ：

平面破壊 ＝せ ん断破壊」の 2種類が ある こ とが予想され た．そ こ で ，それ ぞれ の タ イプに適合

す る斜 面安定解析式 を導出 し解析 を行 っ た ．引張破壊の場合は ノ ッ チ の奥行 きが 150〜 170cm

まで 拡大 した ときに
，

せ ん 断破壊の 場合はそれが 40c 皿 まで 拡大 した と きに崖が不安定 に なる

こ とが導かれ
， 現場の 状況 をうま く説明で きるこ とが わか っ た．

　　キ ーワ ー ド ：浅間第
・
軽石流，開析谷，田切，塩類風化，凍結破砕，ノ ッ チ，崩落

2 ．傾斜放牧草地の 地形と土 壌

山本　博 （畜産草地研究所）

Hiroshi　 YAMAMOTO ： Landform，　 Soil　 Properties　 and 　 Runoff　Water　 in　 a 　 Pasture　 at

Asama 　 Vblcano

　火山の 山体は火山活動 の 停止 と とも に谷 の 開析が進み ， 地形が 変化 し て い く．活動的な火山

で は噴火降灰 に と もな っ て ，活発 な侵食，二11砂移動が み られ るが ，噴火降灰 の影響の な い 斜面

で は 草地な どと し て の 利用が で きる．浅間山塊の 黒斑期 の 火山山体で は浅 い 小谷 に刻 まれ ，
こ

の 谷頭部の 一部 は
， 現在 ， 牛の 放牧草地 と して利用 され て い る．放牧草地 と して 傾 斜地 を良好

に維持管理す る ため には
，

こ うした小谷流域で の 降雨，土壌水分，湧水流 出 の 過程 と養分 ・土

砂移動 の 解明が必 要 で ある ．また こ うし た解 明は
， 火山体の 開析過 程の 解明に もつ なが る．そ

こ で，基盤地 質は黒斑 山形成期の 安山岩質溶岩 ・角礫凝灰岩か らな り，土 壌は腐植質黒ボ ク土

で構成 され る流域 を選定 した．湧水 まで の流域面積は 35．2ha と，堆積岩，花崗岩 か らなる流

域 と比べ て
一

桁大 き い ．谷頭部の
・一

部 の 放牧草地 1．6ha で は 平均傾斜角 （10　m メ ッ シ ュ ）は，

16．5
°

で ，谷頭部と して は緩い ．傾 斜角 θ と仮比重 d との 間には
， 頂部緩斜面で は θ ととも に

増加 す る が ，谷壁斜面 ・谷底で は 0．7　91cm”程度 を示 し変動 は 小 さ い ．浸 透能 lbは，50 〜

342　mm ！h の 範囲に あ り，頂部緩斜面 と谷底で は 傾斜角 θ と ともに減少する が
， 谷壁斜面で は

ほぼ
一

定で ある．浸透能は谷底で は 50　一　202　mm 〆h と小 さ く， 仮比重が大 きい こ とと対応する ．

谷底で の 流出測定で は，強度 3 〜 4mm ／5minの 降雨 に よ り地表流出が発生する ．しか し，さ ら

に 200m 下流で は表面流出はほ とん ど発生 せず，谷底内部 で 地 表流出水は浸透す る．一
方 ， 湧

水地点で は流 出が継続する とと も に降雨 に対応 して ピー
ク状の 出水が 生 じる．したが っ て

， 火

山体を開析する小谷の谷頭で は
， 地表流出は浸透能の 地形特性か らみて ，谷底の 低 い 浸透能域

で の み発現す る．こ の谷底は　地表流出に伴 う土砂の 移動堆積に よ り，変形 を受け て い る．ま

た限界降雨 強度以下 で は 雨水 は地 中を下方移動 し
…

部は湧水流 出する．こ の 湧水部で の 土砂移

動 は，湧水付近 を拡大 させ る地形変化 を生 じさせ て い る．さ らに ，こ の 上流側に別の 流域があ

る こ とか ら，湧水流 出 には火 山体上部か らの 流出成分を含む と考え られ た ．

　　キ
ー

ワ
ー

ド ：火 山の 開析，放牧草地 ， 傾斜角 ， 固相率，浸透能 ， 湧水流出

3 ．浅間 1783年噴火 の 噴火 様式

小屋 口 剛博 （東大地震研）・安井真也 （日大文理）

Takehiro　 KOYAGUCHI （ERI 　 Univ．　 of 　 Tokyo ），
　 Maya 　 YASUI （Dept．　 of　 Geosystem

Science
，
　Nihon　Univ．）： Eruption　Sstyles　of 　the　l783　Eruption　of 　Asama 　Volcano

　浅 間火 山 の 1783年噴火で は，降下軽石堆積物，火砕流堆積物 ， 溶岩流 な どが もた らされた ．

堆積物 と古記録を再検討 し た と こ ろ ，本噴火は 8月 2 日ご ろ か ら急速に 強度 と頻度を増 し，プ

リニ ー式噴火 と火砕流 の 噴 出 を繰 り返 し
，
8 月 4 日午後か ら 8 月 5 日午前 にか け て 最盛期 を迎

えた こ とが確認 され た．最盛期 に お い て は，大規模 な プ リニ
ー
式噴火 に よ る軽石 降下 が あ っ た
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